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１．はじめに 
小型無人超音速実験機オオワシⅡに搭載されるガスジェネレータサイクル・エアターボラムジ
ェットエンジン（GG-ATR エンジン）の地上燃焼試験を行うには，ガスジェネレータ（GG）単
体での確実な着火燃焼が要求される．GG 燃焼ガスはタービン駆動に用いられるが，燃焼ガスに
極端な温度分布があるとタービン翼に過大な熱応力を生じさせる恐れがある．以上の背景から，
その第一歩として 2018年度は確実な着火が達成することを目標に，短秒時での GG 単体燃焼試
験を実施した． 
 
２．GG単体燃焼試験設備 
図 1に GG単体燃焼試験設備の概観を示す．図 1において中央部に GG 燃焼器及び噴射器を設
置し，写真左側の配管系は液体酸素（LOX）が供給され，右側の配管系から燃料であるエタノー
ルが供給される．本研究で扱う GGは，エンジンの推力スロットリングを実現させるため，GG
燃焼器に 2つの噴射器を備えている．現時点ではまだ 1つの噴射器と燃焼チャンバーしか備わっ
ていないが，この形態で着火・燃焼試験を実施した． 
図 2に GG単体燃焼試験設備の配管系統図を示す．燃料側と酸化剤側にそれぞれ流量が異なる
4つのスロットリングバルブ（図中MOV1~4 及びMFV1~4）を並列に設置し，推力を 15段階に
コントロールできるようにしている． 
 
図 1 GG 単体燃焼試験設備 
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図 2 GG 単体燃焼試験設備系統図 
GG の定格燃焼圧力と温度はそれぞれ，1.35 MPaAと 1100 Kである．また推進剤流量は 700 g/sec
で，O/F比は 0.454である．スロットリング中は O/Fは常に一定になるようにオリフィスを入れ
て流量を調整している． 
 
図 3 GG単体燃焼試験バルブ操作シーケンス 
 
図 3に GG単体燃焼試験でのバルブ操作シーケンスを示す．噴射器に LOXとエタノールを供
給するバルブはそれぞれMOSVとMFSV であり，着火時には LOX を先に供給し，カットオフ時
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には LOXから先にカットオフする．点火器及び噴射器ともに，燃料や酸化剤をカットオフした
後は，パージ用窒素ガスを流すようにしている． 
 
３．試験結果 
試験結果を以下に示す．図 4は点火器（TIG），噴射器プレート（TGG2-1），燃焼器壁面（TGG2-
5）の各部での温度履歴を示す．噴射器プレートでの温度は 1000 K であり，燃焼器壁面での温度
は 400 K 程である．壁面での温度が低いのは，壁面をエタノールでフィルム冷却を行っているた
めと考えられる． 
 
図 4 GG単体燃焼試験温度履歴 
 
 
図 5 GG単体燃焼試験圧力履歴 
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図 5は GG燃焼器内の圧力（PGG2-1）と，LOX噴射器マニフォルド（PJO2）圧力の時間履歴
である．燃焼圧力は定格の 1.35 MPaAに近い値が得られている．今後，これらのデータをより詳
細に検証し，確実かつ安定的な着火，燃焼の実現を図る予定である． 
 
図 6  GG単体燃焼試験の様子 
 
最後に短秒時での GG 単体燃焼試験の様子を図 6に示す．燃焼の様子は安定しており，今後は
より長秒時の燃焼試験やスロットリングの操作を試験する予定である． 
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